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: は じ め に

桑園の土地生産性は,二次的な繭生産量によって表現さ

れるため,単に収葉量の多少ばかりでなく,桑葉の飼料価

値 ,いわゆる葉質によっても左右される。葉質についての

研究は古くから行われているが,それらを総合してみると,

葉質の良否は複合的な要素によって決定されるものと考え

られる
2)。

しかし,現実には圃場から収穫された桑葉を育

蚕に用いていることから,収穫後のしおれが葉質に大きな

影響を及ぼしていることも明ら力ヽ こされている
1)。

そこで ,

今回はじおれの速さの品種間差異,し おれと葉質との関連

等について検討した。

2試 験 方 法

(1)桑葉のしおれの速さに関する試験

供試 した桑品種は,新品種であるしんいちのせはかの 6

品種に,対照の改良鼠返を加え,合計 7品種とした。試験

は1984～ 85年の延べ 6蚕期にわたって実施し′お春蚕期には

夏切株の最長新梢を採取 し,初秋及び晩秋蚕期には条桑区

と摘葉区に分け,条桑区では発育中庸な枝条を所定の高さ

伐採し,摘葉区では同様に伐採した枝条のほぼ中央に着生

している連続 5枚の葉身のみを摘みとり,そ れぞれ 3連制

で試験に供した。なお,初秋蚕期には春切株,晩秋蚕期に

は夏切株を用いた。採取した桑葉又は枝条は蚕室内のコン

クリート床上に並べ,経時的に重量を測定した。供試材料を

採取した圃場は1982年春の植付で,植栽距離は20π X05
πである。肥培管理等は当場の慣行によった。

●)萎凋桑による 5齢期飼育試験

1985年の晩秋蚕期に(1)と 同一の圃場から採取した桑葉を

用い,萎凋桑による5齢期の飼育試験を桑品種個別に行っ

た。供試蚕品種は日140号 ×支146号 (♀ )で ,試験規模は

1区 20個体×2連制とした。飼育は24℃ ,80%RHに 設定

したキャリア式蚕室内で,コ ンテナ育により行った。供試

桑品種ははやてさかり,あおばねずみ及び対照の改良鼠返

とした。給与桑は春切株から給桑 3時間前と直前の 2回に

分けて摘葉収穫 した。なお,萎凋桑は給桑 3時間前に採取

した葉を24℃ ,70%RHの 室内に給桑時まで放置すること

により調整した。

3 結果及び考察

(1)桑葉のしおれの速さに関する試験

1)春蚕期 : ゆきしのぎ及びあおばねずみのしおれが

やや速い傾向がみられた。

表 l 春蚕期の減耗率
*:夏

切株最長新梢

注.調査月日及び温湿度 :1984年  6月 20日 ,

室温 239～ 266℃ ,湿度調査なし
1985年  6月 7日 ,

室温 220～ 264℃ ,湿彦44～ 75%RH
黎:減耗率 :{(新鮮重―各調査時点の重量)/新鮮重 )

× 100
**: ∞ :((新鮮重―乾物重)/新鮮重 )X100

2)初秋蚕期 : あおばねずみが84年の条桑区を除いて

しおれが速かった。一方,はやてさかりは85年の摘葉区で

中位であったのを除き,じおれの遅いことが認められた。

表2 初秋蚕期の減耗率 :春切株
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8)晩秋蚕期 : ゆきしのぎのしおれが速く,はやてさ

りは遅いことが認められた。あおばねずみは摘葉区では 2

か年ともしおれが速かったのに対し,条桑区では中位から

やや遅いグループに属したことが注目された。

4総 括 : 年間を通じてゆきしのぎのしおれが早く,

夏秋期にははやてさかりのしおれ力嘔 tヽ ことが明らかになっ

表3 晩秋蚕期の減耗率 :夏切株
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た。また ,いずれの品種も春か ら晩秋蚕期にかけて,次第に

しおれが速くなる傾向がうかがえた。これは葉の老化が進

行 し,気孔調節機能が低下していったためと考えられるの。

なお,晩秋蚕期において,あおばねずみは中～下位葉の硬

化が供試品種中最も進んでいることが観察されており,

それに伴って気孔調節機能も中位葉以下では著しく低下し

ているものと推察された。このことが,上位葉まで含まれ

る条桑区と中位葉のみの摘葉区の間において,し おれの速

さの傾向が一致しなかった原因になったものと考えられる。

●)萎凋桑による5齢期飼育試験

調整した萎凋桑の給与時の減耗率は,はやてさかりのみ

がかなり低かった。萎凋桑給与区では新鮮桑給与区と比較

していずれの桑品種も 5齢経過時間は延長し,5齢成長・

食下消化量及び繭の計量形質が低下したが,その中ではや

てさかりはわずかに低下したにとどまった。これらの結果

から,し おれの速さの差が葉質低下の程度 と密接に関連し

ていることが示唆された。萎凋桑においては,水分率の低

下が食下・ 消化を阻害するものとされるが
1),は

ゃてさか

りは新鮮桑においても水分率が高いうえに,減耗率も低かっ

たため,こ れらが相乗的に作用して,し おれの影響が最小

限にとどまったものと考えられる。
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表4 萎凋桑給与による飼育成績

試 験 区 桑 品 種
b5!+)
OHE
8 {S}

65*)
o^t
$ rx)

5齢経
過時間
(brs)

♂
雌ｍ

生 物
食下ユ

`,)

乾 物

食下ユ
1,)

食下率

(%)

消化ユ

(,)

消化率

`%)

単繭菫

1,)

繭層重

、Ca)

層
合

‐

南
歩
‐

新鮮桑給与

改 良 鼠 返

はやてさかり

あおばねずみ

405
430
417

324
308
316

姜凋桑給与

改 良 鼠 返

はやてきかり

あおばねずみ

2 76

3 78

281

062
121
072

42 6

468
412

注  1),2):減耗率.水分率 :毎 日調査した値の平均 3):最大成長量 :最大体重―起蚕体重

4 ま

桑新品種について,収穫後のしおれの速さの調査及び萎

凋桑による飼育試験を行ったところ,次の結果を得た。

①年間を通じてゆきしのぎのしおれが早い傾向がみられ

た。一方,はやてさかりは夏秋期にしおれが遅いことが認

められた。

②萎凋桑は新鮮桑と比較して葉質が劣ることが認められ

たが,し おれの遅い桑品種では葉質の低下が比較的少ない

ことが明らかになった。
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